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私 のスケッチ ・ブック(30)

生活のなかで環境を考える

国立民族学博物館　教授

森　　明子

■外国でバッテリーを調達する

　 5年 ほ ど前 、 ドイツに長期 滞 在 した と

きの ことで ある。 アパ ー ト生活 を は じめ

て ま もな く、 パ ソ コ ンの調子 が 悪 くな っ

た。 コン ピュー タに は海外 での トラブ ル

につ い て もサ ポー トが 約 束 され てい る。

とはい って も、 コ ンピュー タの トラブ ル

を第 三者 に伝 え るの は苦手 で、 それ を ド

イ ツ語で しなけれ ば な らない とい うの は

もっ と億劫 だ っ た。そ れで も苦 労 して手

に入 れ たデー タが 、い つ消 え るか わか ら

ない 不安 に はか え られ な い。 サ ー ビス セ

ンター に電話 す る と、幸 い な こ とに、す

ぐに私の抱 えた問題 状 況 を理解 して くれ

た。 それ はバ ッテ リー の消耗 で あ る、す

ぐに新 しい もの を送 って くれ る とい う。

保 証 期 間 中 なの で無 料 の サ ー ビ スだ が、

配達 に訪 れた 者 に不 要 に なったバ ッテ リ

ー を渡す こと、 したが って 配達 日に待 機

して い なけれ ば な らないが 、配達 時 間 は

不 明 であ る と言い渡 され た。

　 約 束の 日、 私 は まだ慣 れ ない アパ ー ト

で、 朝早 くか ら待 って いた が、 結局 午後

6時 をす ぎて も、 ベ ルを押す 人 は いなか

った 。配達 員 が呼 び鈴 を見 つ け られ な い

ので は ないか、 ベ ルが鳴 らない ので は な

いか な ど、私 は想像 力 をた くま し くして

あ らゆ る可 能性 を想 定 し、 その ひ とつ ひ

とつ に対応 策 を講 じなが ら一 日を過 ご し

た。笑 い話 にな るよ うな こと もあ ったの

だが、 ここで は詳細 は省 こう。

■配達されなかったバ ッテリー

　 丸一 日つ ぶ され て、 たいへ ん消 耗 した

私 は、 件 のセ ンター に電 話 した。 翌 日に

な って 目当て の担 当者 と連絡 が つ き、 ど

うな って い るのか 問い ただす と、そ の回

答 は、 私 の予想 も しな い ものだ った。

　 彼 は、過 日の電話 の あ とで、 自分 の対

応 した顧客 が 日本 人で ある とい うこ とか

ら、 あ る思 い に と らわれ た ら しい 。 「は

た して 日本 人 に、 このバ ッテ リー を配達

して いい のか?」 それで は、 そ のバ ッテ

リー は、私 の コ ンピ ュー タに適合 しない

のか と尋 ね る と、機 能上 は なん の問題 も

ない、 とい う。 で は何が 問題 なのか?

　 話 を聞 いて い るうち に、彼 がバ ッテ リ

ーの機 能 では な く、 それ を構 成 して い る

物 質 の成分 を問題 に してい る こ とが わか

って きた。 鉛か 何 かの配 合率 が違 う と考

えて い る ら しい 。 「日本 は環 境 問題 に厳
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しい ルー ル を しいて い るか ら、 こ

のバ ッテ リー を 日本 で廃棄 す る こ

とは で き な い だ ろ う。 す る と私

(顧客)が 困 る こ とに な る。 だか

ら送 らなか っ た」。 で は 、私 が そ

れ を廃 棄 す る時期 は いつ に なるの

か と尋 ね る と、お そ ら く数 年後 だ

とい う。

　私 に は、 この 申 し出は現 実 味の

ない もの に思 え た。現 に トラブ ル

に直面 して いる私 の ため に、 な ん

と迂 遠 な思 考 を した もの だ ろ う。

バ ッテ リー廃 棄が 数年 後 な ら、時

家庭 の居間 に客 を迎 えるテーブル。 キャン ドル を好 む

(2006年3月 ベル リン)

問 は十分 あ る。 だが、 い ま この と きの私

の必要 は どう して くれ るのだ。 半 年以 上

の研究 生 活 を想 像 して、 ま こ とにみ じめ

な気持 ちに なっ た。

　 そ れ に して も、 彼が 私 に断 りな く予 定

変 更 した こ とは、明 らか に手落 ち であ る。

私 は一 日中待機 して いた の に と問 い 質す

と、彼 は 「電 話 したが 留守 だ っ た」 と答

えた。 そ れ き りに して しま った ら しい。

　 これ は私 の身 にな れば、 しご く無責 任

な仕事 振 りと思 えるが 、彼 はそれ ほ どに

は思 って い ない様 子 だ った。彼 に とって

は、顧 客 に電話 した とい う事 実が 、 た と

え連絡 が つか なか っ た に して も、 ル ール

を満 た して いたの だ ろ う。 電話 した とき

顧 客 がた また ま留 守 だ ったの は、 彼 の責

任 で は ない(も ちろ ん顧客 の責 任 で もな

い1)。

　 彼 の立場 か らす る と、彼 の行 動 は コ ン

ピュー タ機器 を扱 う専 門職 と して、適切

に 判 断 した 結 果 と して説 明 され る ら し

い。 その 判 断 とは、顧 客 の故 国 の環境 基

準 に適合 しない と思 われ るバ ッテ リー を

不 用意 に渡 さない こ とであ る。

　 彼 の プ ロ フェ ッシ ョナ ル が どうあ れ、

私 にバ ッテ リー が必 要 だ とい う状 況 は変

わ らな い。 再 度 の要 請 に対 して、 彼 は 、

私 が ドイ ツで流 通 して い るバ ッテ リー を

受 け取 る意 思 が あ る こ と を確 認 した 上

で 、配達 させ るこ とに 同意 した。数 日後、

私 はバ ッテ リー を受 け取 った。

■ 「環境にやさしい」イメージ

　 この で き ご とは、 仕事 や サー ビスに私

たちが何 を期待 してい るか 、 また、環 境

に配慮 す る とい うこ とが 、実 際 に は どの

よ うな行動 をさす のか、 とい う こと を考

え させ る。

　 私 はい まで も、世 界 にサ ー ビス網 をは

りめ ぐら して いる コ ン ピュー タの付属 品

が 異 なる規格 を もつ とい う話 は、曖 昧 だ

と思 う。 あ るいは、 そ の よ うな ことが あ

るのか も しれ ないが 、電 話 で応 対 した ド

イ ツ人男性 も、 そ の正確 な知識 を もっ て

いた わけ で はなか った。 彼 は 「日本 は厳

しい環 境規 制 を しいて い るだ ろ う」 と私
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の 同意 を求 め、 「だ か ら、 このバ ッテ リ

ー もきっ と基 準外 だ と思 う」 と言 って い

た。

　 私 が注 目 した いの は、彼 が 日本 に対 し

て もって い る、 この感 覚で あ る。彼 は 日

本 を環 境 に配慮 したす ぐれ た技術 を もつ

国で 、 日本社 会 も環 境 意識 が高 い と考 え

てい る。彼 だけで な く、 日本が環 境 問題

に お い て す ぐれ た 国 で あ る と考 え る人

は、 ドイ ツ に少 な くない。

　 だが 、私 に とって は、 ドイ ツこそ環 境

先 進 国で あ る。 これ は多 くの 日本 人 が共

有 す る ドイ ツ の イ メ ー ジで もあ る と思

う。

■環境にやさ しい 「技術」と 「意識」

　 で は、実 際 は どうなの か。 た とえ ば 自

動車 の排 気 ガ スにつ いて は、 日本 は欧 米

に先 駆 けて早 い 時期 か ら厳 しい基準 を設

け、 そ れ を実 践 して きた 。そ れ は情 報 と

して知 った とい うよ り、 む しろ20年 前 に

町 を歩 きなが ら、私 が 自分 の鼻 と肺 で 実

感 した こ とであ る。 ただ し近年 で は、 ヨ

ー ロ ッパ で も排 ガス の規制 が厳 し くなっ

て、道路 の空気 もず っ とよ くなっ てい る。

　 一 方、人 々の行 動様 式 につ いてみ る と、

ドイツ社 会 は、生 活 の さま ざまな局 面 で

環境 に配 慮 して いる と感心 す る こ とが し

ば しばあ る 。 レジ袋 の使 用 に つ い て は、

最 近 や っ と 日本 で も意 識 化 さ れ て きた

が、 ドイツ で は早 くか ら徹 底 して いた 。

それ は スーパ ーマ ー ケ ッ トの販 売方 式 に

組 み 込 まれて い て、 どの会社 の どの店舗

であ って も、 一律 の共 通 シス テムが は た

らい て い る 。 同 様 に、 商 品 の 包 装 、 ゴ

ミ・リサ イ ク ル な ど、 消 費 者 の 生活 と結
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びつ い た ところで 、環境 へ の意 識 的な と

り くみが 、社 会全体 に くまな くゆ きわ た

って い る。

　 だ か ら私 は、ドイツ 社 会 は 日本社 会 よ

り環境 意識 が 高い とい う イメー ジ を もっ

て きた。 ドイツ人か ら、 日本 の ほ うが環

境 基 準 が厳 しい とい わ れ た こ と は意 外

で、場 合 に よって は、冗 談か 皮 肉だ と思

った ろ う。

　 こので きごとの後 、 しば ら くして か ら

日本 は環 境 に 配慮 した技 術 開 発 にお い

て 、世 界で も トップ クラスで あ る と聞い

た。そ う した技術 は、特殊 な機 械 と して、

工 業 部 門 にお い て生 か さ れ て い る ら し

い 。 目に見 え ない とこ ろで行 われ て い る

の で、 どう して も伝 聞体 に なる。 一般 に

は 、あ ま り知 られて い ない。

　 日本 の高 度 な技 術 が環境 に配慮 してい

て、 国際 的 な評価 を受 け てい る とい うの

は 、 「技 術 の国 」 日本 の 面 目躍 如 で 、 す

ば らしい ことだ。 だが この こ とは、 日本

に住 む ひ と りひ と りの人 間が 、環境 に対

す る意識 が高 い こ とを意味 す るわ けで は

な い。技術 が 環境 にや さ しくて も、人 が

や さ し くな けれ ば 、 「や さ しい」 とい う

言葉 は空 中分解 して しまう。

■技術の発展と環境のバランス

　1980年 代 の 半 ば、私 は ウ ィー ンの友 人

がい ち ど使 った ラ ップ(食 品 の鮮度 を保

つ)を 、 ひ きだ しに保管 して再 利用 して

い るの を見て 、た いへ ん驚 い た こ とが あ

る。 その とき私 は、 ウ ィー ンでは これ か

らラ ップ が普 及 して い くの か と思 った 。

だが、 そ うで は なか った。 ラ ップ の使用

は、 人 によ って異 な るので あ って、 台所



に常備 して お く人 もい るが、 使 わ

な い人 は ま った く使 わ ない 。 「ど

うして も必要 だ とい うほ どの もの

で はな くて、 しか も環 境 に よい も

ので は ない」 とい うラ ップ の位置

づ けが、個 人 に よって この よ うに

異 なる使 い方 にあ らわれ て いた の

であ る。

　 同 じころ、 テ レビのニ ュ ースで

アスベ ス ト汚 染 され た小学 校 の教

室 の 映像 を見 た。 私 はそ の と きは

じめ て、 ア スベ ス トに対 す る人 々

の意識 を知 って驚 い た。と同時 に、

週末の午後 、極寒 のなか、 日光 を楽 しむ人々(2006年2月
ベル リン)

それ が なぜ 日本 で問題 にな って いな いの

か理解 で きなか った。 そ れが20年 ほ どた

った後 に、 日本 で取 りざた され る こと に

な った と き、 私 は皮 肉 な気 持 ちで20年 前

の映像 を思 い出 した。

　 環境 の 問題 は 身体 と関 わ って いる。 自

然 環境 と人 間の 身体 の関係 は、そ れ ぞれ

の地 域 で 長 い 時 間 をか け て培 わ れ て き

た。技 術 は、 この両者 の 長期 に わた る相

互 作用 の なか で形 成 され て きた もの であ

る。農 業 や狩猟 、 漁掛 の技 術 は、 したが

って、 地域 の 環境 や 人 々の身体 に埋 め込

まれ てい る。

　 だが 、近 代 以 降の技 術 は、 長 い歴 史 を

か けて積 み上 げて きた地 域 の 枠組 み を、

や すや す と越 え てい く。 ア スベ ス ト対 策

の遅 れは、 この よ うな技術 と身体 の乖 離

を端 的 に示 す例 とい え るだ ろ う。技 術 を、

私 た ちの 身体 や環 境 の なかで捉 えな おす

必 要が あ る よ うだ。

　 コ ンピュ ー タのバ ッテ リー を調 達す る

にあた って 、私 はそ れ を廃棄 す る と きの

こ とな ど想 像 も しなか っ た。 そ こに は、

機械 のパ ー ツ を身体 か ら疎 遠 な もの と し

て捉 える無意 識 の感 覚、 先端 技術 に対 す

る距 離 感 とで もい う ものが、 作用 してい

る と思 う。

　現 代社 会 の よ うに、大量 の技 術 を社 会

の なか で使 って い く以上 、 この よ うな技

術 に対 す る疎 遠 な関係 は、見 直 さ なけれ

ば な らない。 さ もない と、社 会 に ます ま

す いび つ な状 況 が生 まれ る だろ う。

　社 会 が技術 を使 い こ なす とい う状況 を

つ くるこ と、 換 言す れ ば、流 動す る技 術

を社 会 に埋 め込 むた めの 努力 が必 要 だ と

思 われ る。 た とえ ば買 い物 にエ コバ ッグ

を持 参す るこ とが社 会常 識 にな って い る

状況 で もい い。 それ は、 プ ラス チ ックの

際 限 ない生 産の流 れ を制 御 しよう とす る

もので あ り、 社 会が技 術 を飼 い な らす た

め の一歩 を示 してい る よ うに思 え る。
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